
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

ルーナ

エンジェルハィロゥ
バロール

UGNエージェントA

8歳程度（外見年齢）

命令

待ち望まれた子

解放

海外生活

R災害事後対応保健係

女性

33

借り:ヴァシリオス・ガウラス

0
4
3
1

1
0
0
0

0
0
0
0

1
4
3
1

25
11
11
16
32

1 8
1 3

UGN 1

　　 0

0 0

愚者の黄金
博士

アリオン
ヴァシリオス・ガウラス

憧憬
尊敬
感服

憐憫
隔意
脅威

ストレンジフェイズ
ウェポンケース（空）

8 7

ワーディング

リザレクト

コンセ:バロール

スターダストレイン

虚空の陥穽

黒の鉄槌

黒の束縛

光芒の疾走

天使の絵の具

軽快なる積荷

★

0

2

2

2

5

1

1

★

★

-

1d10

2

6

2

1

2

1

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

視界

-

視界

視界

視界

視界

至近

シーン

自身

シーン（選択）

単体

-

-

自身

自動

自動

RC

RC

RC

RC

-

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

対象射程変更、攻撃-[20-Lv*5]

自身のエンゲージへ引き寄せ

[Lv*2+2]の射撃攻撃、同エン不可

5の射撃攻撃、与ダメ対象のR中行動値-[Lv*3]、同エン不可

戦闘移動、離脱接近可能、封鎖無視

個体識別番号L-007番、通称ルーナ。
レネゲイド災害の被害地域を巡り、現状把握や生存者探索を行う『コッペリオン』の一人。

R災害の要因は多種多様であり、場合によって長期間のレネゲイド汚染が起こり得る。高濃度レネゲイドに汚染された地域は一般人は勿論、オーヴァードですらジ
ャーム化する危険性がある。
一方でR災害の知識・対応に長けているR災害緊急対応班は災害原因除去を優先せざるを得ず、災害後の汚染地域のフォローまでは手を回しきれていないのが現状
だ。
そんな状況を打破すべく生み出されたのが、レネゲイド汚染耐性を有したデザイナーベイビー…コッペリオンである。
精神年齢は二次性徴期前で調整され、肉体は外を歩ける程度まで成長させられている。
一通りの訓練を修了しており、便宜上はUGNイリーガルとしてR災害現場に出向いている。場合によっては緊急対応班と出会すこともあるものの、災害原因が取
り除かれてからの任務が主なため、大概は入れ違いだ。

万が一耐性を超える高濃度レネゲイドを浴びてジャームとなっても、遺伝子に組み込まれた安全装置が働き即座に結晶化する。これを愚者の黄金（デミクリスタ
ル）という。このシステムを逆手に取り、擬似的に体内のレネゲイドを不安定にさせることで瞬発的なブーストも得られるが、勿論負担は大きい。
彼女がもし結晶化した場合は即座に回収され、そこから新たなコッペリオンが作られる。

上記理由から、彼女は基本的に単独行動が多い。誰も立ち入れない、ジャームすら消えた閑静な災害現場を、旅するように巡ってきた。このうちのどこかでアリ
オンを拾ってからは、二人旅になった。ルーナという通称は、アリオンとの会話から生まれ、自称するようになった。
更に後、マスターレギオンに起因するR災害現場へ出向。彼との邂逅は一瞬だった。けれど追跡の旅を始めるには、ルーナには十分だった。
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